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アコヤガイの貝殻の稜柱層と真珠層について,それぞれの希塩酸溶解部と残留有

機質部とに含まれるリ-/,ケイ素,鉄などの量を測定して両層の特徴ある差異を

認めた。これを動機として貝殻構造形成の機序に関し,皮膜で包まれた無定形炭

酸カルシウムの微粒子を考えることによって総合的な説明を試みた。

I緒言

アコヤガイの貝殻は構造的によく発達した層として稜柱層と真珠層が明らかに区別され,前

者は無機質の多角形柱状結晶を有機質の壁で包んだものが多数薬合した構造であるのに反し,

後者は無機質と有機質との薄板が交互に積層した構造になっている。無機質の主成分は共に炭

酸カルシウムであるが結晶型が異なり,稜柱層のは方解石型であるのに対して真珠層のは霞石

型であることがⅩ練的研究によっても確認されているO有機質の部分はコ-/キオリ-/と呼ばれ

て硬タ-/ノヾク質に属し,その了ミノ酸組成は稜柱層,真珠層とも瞳類には大差がないが比率は

幾分異なることが報告(')(2)されている。このように主成分は大体等しいにもか」わらず,普

しく異なる構造が形成されてくることに関して問題を分ければ次の二点となる(A)両層の組

紙構造分化の原因,ならびにその形成機序。 (ち)炭酸カルシウムの結晶型の分化の原因。こ

れらについて従来の所説を省みるとC3) CA)については1.真珠層が初めに形成され,そ

れが老化して稜柱層に転化する。 2.母液がそのまま分解すれば真珠層を生じ,分解の際に水

でうすめられると稜柱層ができる。 3.母液を分泌する細胞の種類が異なり,したがって母液

の成分が異なるためである,などがある。また真珠層が積層構造を成す機序については潮の干

満に伴なう貝の生理上の週期的変化に原因すると考えたり,ゲル中における沈殿析出と見なし

てT)-ゼガソグ現象と同等に考えようとする説などがある(4) (B)についてはあまり具体

的な説は見られないが,散見する所によると無機成分のみより成る母液中から炭酸カルシウム

の結晶が析出する場合の諸条件,すなわちMg, Srその他のイオソの共存条件の相違とか,
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温度の高低などを参考として解明しようとする動向も見られる。

　本報文はアコヤ貝の貝殼成分にっいて新たな分析的知見を得，それを動機として上記の問題

に関する一つの仮説的考察を行なったもので，批判の対象ともなれば幸である。

　　　　　　　　　　　　　　　E　分析方法

1．試料：　貝殻は大村湾の養殖真珠用アコヤガィで5年貝を用いた。殼はまず外部の付着物

を取り去り，よく水洗し，乾かしてから個体別に1殼ずつ試料をつくって分析した。

　稜柱層試料としては腹縁部の真珠層が着いていない所をかき取り，その鱗片を一つ一つはぎ，

付着している泥その他の雑物を刃物で注意深くかき取ってから洗い，5mm前後の大きさに割

り，ふたたび蒸留水で洗い，水を切ってから1050～1100で乾燥して秤量した。

　真珠層試料は殼の中央部よりとった。まず外側の稜柱層部をグラィγグーで削り去り，鉄製

乳バチで割って約5mmぐらいの大きさのものを集め，水洗し乾燥し秤量することは上と同様

にした。Fe測定の試料は鉄の乳バチを用いなかった。

2。　PとSiの測定用試料溶液：　（a）希塩酸可溶部分（無機層）の分析を行なうには貝殻

の0。1g前後を用い，ポリエチレン製の試薬ビγ中で1％塩酸25ccを加えて溶かし，水流ポγ

プで減圧しても気泡が出なくなるまで（約1週間以上）放置した。これをよくふりまぜてから

静置し，上澄液10ccをとり，白金蒸発皿を用い水浴上で蒸発濃縮してから白金ルッボ（3cc

用）に移し，更に蒸発乾固し，6500近くで1時間焼いて有機物を除いた。これに灰分の約10倍

の特級炭酸ナトリウムを加え8000で5分間熱して溶融し，ポリエチレγ製ビーカー中で少量の

湯を用いて浸出し，ついで3N塩酸数滴でルツボの内部を洗い，最後に水でよく洗い出す。こ

の液中のPとSiとを石橋らのMg（OH）・沈殿による方法（5）で濃縮し，沈殿を溶かす場合の

酸は1N塩酸の少量を用い，希アγモニア水で中和してから水を加えて25ccの定容にした。こ

の濃縮法は予備実験により試料溶液25cc中にCa＋＋がCaCO・として0．159程度存在していて

もPとSiとを同時に濃縮することが可能であり，しかも，それぞれの比色値は正常であるこ

とを確かめて実施した。

（b）コγキォリγの分析を行なう場合は貝殼砕片の約lgを，　1％塩酸25ccを入れた試薬ビ

γ中に投じ，時々ふりまぜて1～2目経過したのち，一更に1％塩酸を0．5cc追加して気泡の発

生を検することを毎目1回ずつ繰り返し，酸を加えて水流ポンブで減圧しても気泡の発生が認

められなくなった時を溶解が終ったものとした。塩酸の追加は8回前後必要であって，脱灰に

約10日余りを要した。最終液のpHは1～2付近であった。測定を始める際に液をすて，蒸留

水を用いて傾しゃ法で数回洗ってから電気透析（セ・ファγ膜を用い約5時間）を行なって脱

塩した。これをピーカーに移し，水を切ってから白金ルツボにとり，105。～1100で乾燥（約4

時間）し，秤量した。これを管状電気炉を用い650。近くで約1時問半焼いて灰化した。秤量後

炭酸ナトリウムを灰分の約10倍加えて800。で5分間溶融し，　（a）の場合と同様にして浸出液
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　を作った。この場合は沈殿による濃縮法を行なわず，浸出液をそのまま50ccのメスフラスコに

　移しフェノールフタレインを指示薬として水酸化ナトリウム溶液で中和し，水を加えて50ccの

　定容とした。

　3．Feの測定用試料溶液：貝殻はPとSiを測定したものとは別の個体のものを用いた。稜

　柱層部はlg，真珠層部は3g前後をとり，まず0．5％塩酸50ccの中に入れて数目作用させたの

　ち，毎日濃塩酸を1～2滴ずつ追加して，水流ポγプで減圧しても気泡が出なくなるまで酸の

　追加を繰り返した。溶解が終ったものは測定を始める時にコγキオリγをこし分け，よく水洗

　して乾燥し秤量した。洗液は泪液と合わせ，水を加えて100ccの定容とし，無機層の試料液と

　した。秤量したコγキオリγはミク・キー、ルダーノレ分解フラ入コにとり，60％過塩素酸0．5cc

　を加え約1時間熱して湿式灰化を行なった。真珠層の場合はこの液の全量を比色に用いたが，

　稜柱層の場合は希釈して25ccの定容としたものを試料溶液とし，その1～5ccを比色に用いた。

　4．比色法：　PとSiとはH．Levineらの報告（6）を参考として検討した結果，酸度と還元

　液の種類を変えることにより，相互の影響なく個別的測定を行なうことができた。Feは佐藤

　らの報告（7）に準拠して行なった。ただし検量線を作るときの発色した液のpHは約5・7であっ

　た。これらの方法の概要を次に表記する。

　　Pの比色法（300定温）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　比　色
試料液10cc　O・6cc　　　　　LOcc　5分　　　0・1cc　5分　　キュベットlcm
　　　　　　　↑　　　　　　　　↑　　　　　　　　　↑　　　　　　　フィルター　720mμ
　　　　　塩酸モリブデン酸アンモニウム塩化第一スズ
　　　　　（55％）　　　　（2％）

　　Siの比色法（300定温）

　　　　　　0．2cc　　　1．Occ5分　0．4cc　l分　　0．1cc　　l5分

　　　　　　↑　　　　↑　　　　↑　　　　　　↑
　　　　　塩酸モリブデン酸クエン酸　1，2，4一アミノ
　　　　　（5、5N）　アンモニウム　（10％♪　ナフトールスルホン酸
　　　　　　　　　　（2％）

　　　　　　コンキオリンの試料液をつくる場合溶融に用いた炭酸ナトリウムおよび中和に

　　　　　　用いた水酸化ナトリウム液から混入するSiに対しては補正を加えた。

　Feの比色法（常温）

試料液

麟翻叢　軌　0．㎞　0．㎞鍔野㌔分キ、ベチ戦m
　　　　　　　　　↑　　　　　　　　↑　　　　　　　↑　　　　　↑　　　　　　　フィルター　660mμ
　　　　　　酢酸ナトリウム　ハイドロキノン　ニトロソR塩蒸留水
　　　　　　　　（20％）　　　　（飽和液）　　　（0．5％）

　塩化第一スズ液はSnC12・2HC1の0．59を2Nの塩酸に溶かしてユOccにしたものを原液とし，使用の都

　度10倍にうすめて用いた。

　1，2，4一アミノナフトールスルホン酸液は，亜硫酸ナトリウム0．79を，煮沸冷却した蒸留水10ccに溶かし

たものの中へ主薬の0．159を加えて溶かした液と，別に重亜硫酸ナトリウム9．09を水80ccに溶かした液

　とを混合してから水を補って100ccにする，比色計は島津製A．K・A，5号D型光電管比色計を使用し・た，

　　　比
キュベット
フィルター

色
lcm
720mμ
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　全実験を通じて試薬は国産の1級ないし特級品を用いたが，塩酸は1級品を蒸留精製して使

用した。要点は微量天枠で秤量した。

　　　　　　　　　　　　　　皿結　　　果

　個々の数値は省略して概要を表記することにする。

　　　　　　　　　　　　分　　　析　　　値　（％）

　　　　　　構造別
　　　成分比

有

機

部

（
コ

ン

キ

オ

リ

ン

）

無

機

部

　灰
コンキオリン

P
灰

Si

灰

　　P
コンキオリン

　Si
コンキオリン

　Fe
コンキオリン

P
殼

Si

殼

　　Fe
殼一（コンキ
オリン）

稜　柱　層

　5．9（5．4～4．5）（10）

　0．47（0．54～0．69）（10）

　6．7（5．2～8．7）（10）

　　0．018（0．012～0．028）（10）

　0．26（0．21～0．55）（10）

　0．25（0．11～0．55）（10）

　　0．024（0．02エ～0．026）（6）

　　0．Ol7（0．Ol1～0．020）（6）

　　0．027（0．012～0．044）（10）

真　　珠　　層

　0．40（0．21～0．46）（10）

　21（14＿の　（10）

　4．7（2．5～9．5）（10）

　　0．074（0．052～0．128）（10）

　　0．022（0．005～0．056）（10）

　　0．015（0．005～0．025）（7）

　　0．006（0．005～0。007）（5）

　　0．Gl2（0．010～0．Ol5）（5）

　　0．001（0．000～0．005）（11）

主数字の右の括弧内は平均値算出に用いた分析個体数を示す。

主数字の下の括弧内は分析値の最小と最大を示し，個体差の程

度を意味する。
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　　　　　　　　　　　　　　　IV　考　　　　察

　実験結果について最も強く感じるのは真珠層コンキオリγの灰のP含量が非常に大きく，も

しCa・（PO・）3の形で存在すると仮定すれば灰分の全量をこえることもあり矛盾を来たす。し

たがってボリリγ酸塩ないしは有機りγ酸化合物の形で存在している部分も少なくないと思わ

れる。次に注意をひくのは稜柱層コγキオリγに灰分が多く，かつFeやSiも真珠層コγキ

オリγに比して非常に多いことである。しかしSiがCa2Sio・．の形で存在すると仮定しても

なお灰分の半量前後にしかならないから，他の多量成分が存在することが考えられる。田中ら

の報告（8）を参照すると硫酸塩も多い可能性がある。

　全股的に考えてみると真珠層は無機性副成分が非常に少なく，稜柱層はそれが多い。このこ

とより貝殻が形成される場合の母液の状態は，稜柱層ができる場合は不純物が多く共存し，真

珠層ができる場合はかなり純粋であると言えよう。無機質部に含まれる副成分の濃度はSiに

っいては稜柱層・真珠層とも大差ないが，稜柱層の方はFeのみならずPまでも大きい値を示

す。このことは稜柱層無機質部では微結晶間の境界面に残存するためであり，真珠層無機質部

では微結晶間の境界面積が小さいと考えられる。なおMgにっいてもEDTAによる分析を試

みたが結果が不十分であったし，田中らの報告が発表されて一致した傾向が認められるので，

その値を参照することにする。

　そこで稜柱層と真珠層とのCaCO・の結晶型が分化する原因という立場から従来の知見を検

討してみるに，無機的結晶生成条件の研究（9）からは霰石型結晶になるのに好都合な条件とし

て　1．高温（約500C以上），2．Mg琳の存在，3。結晶生成速度が早いことなどが挙げられ

ている。1．は同一の貝について稜柱層と真珠層が別々の温度で形成されるとは考え難いので適

用できない。水温の高い地方の生物の殻は霰石型のものが比較的多いという調査があるとして

も，温度の影響は第二義的以下であって主要な誘因は生理作用に原因する分泌液の成分の相違

に帰すべきであろう。2．は田中らの分析結果が示すようにアコヤガィの殼では稜柱層の方が

Mgの含量が多くて逆の関係になっている。3．については貝殻中の結晶の生成速度を比較した

資料が見つからないが，稜柱層と真珠層の増量比が貝の年令によって逆転する（4）という事実

などから考えると重要な因子をなしているとは思われない。他方コγキオリγについてはアミ

ノ酸組成は大差ないとして，稜柱層部にはボルフィリン体が比較的多く含まれていることが知

られているが，それがCaCO・の結晶化に及ぼす影響については立入って論ぜられているもの

が見あたらない。

　次に真珠層の積層構造の成因について検討する。潮の干満説では一日の週期が約2回である

のに対して真珠層の一日の形成数は1．7～7。8層で週期が必ずしも一致しないことが指摘されて

いる。かくしてり一ゼガγグ現象と見なすことを以て一応の説明とせられているようである。

（4）しかしそれには次のような難点を見出す。すなわち真珠層表面に関する研究によれば等高

線的な模様に段階的な高さの差が認められる（1。）。一例として同心円的な模様について述べる
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と真珠ではその中心が最も高く，その点を遠ざかるに従って一層ごとに段階的に低くなってい

る。これに対してリーゼガγグの輪は平面的に，または球殼状に拡がる。もし立体的な球面を

保ちっっリーゼガング現象が進行する場合を考えると，真珠については球の表面上の一点から

内部に向って球面波が進行するような関係になるから，真珠内部の層理は核を中心とする同心

球の積層構造にはならないで，層の曲面は外方に向ってくぼんだ球殼状になるはずである。い

ずれにしても近来の考え方では真珠層と稜柱層の形成を統一的に説明することは試みられてい

ない。これに対して一つの試案を述べることにする。

　母液中にCaCO・が発生する過程についても十分に解明せられているとは云えないが，それ

は他の文献にゆずることにする。　とにかく分泌液中に発生したCaCO。は集結して半径0．5～

1μ前後の球状無定形粒子に成長し，その表面に半径の％o～％o程度のタγパク質皮膜（後でコ

γキォリγに変化する成分）を被った状態で泳動して行き，コγキオリン面に定着したのち結晶

化すると考える。リγ酸根は夕γパク質と結合しているか，または一度遊離してから吸着され

るかは推測できないが，とにかく粒子のタンパク質皮膜とCaCO・との境界面に特に分布して

いるであろう。リγ酸根には重含状態その他の関係で幾種類もあるが，その中のある種のもの

はCaCO・の表面に吸着され易いことや（H）CaCO3に対して分散作用が筈しいこと（12）など

が報告されているから上記の想像は困難でない。この粒子の皮膜がケィ酸塩や硫酸塩その他の

混有成分を比較的多量に含んでいる場合にはCaCO・が結晶化する場合に方解石型になり，無

機混有成分が少ない場合に霰石型になると考える。換言すれば不純物の多い母液中から生じる

タソパク質のゲルは無定形のCaCO3を方解石型に誘導し易い性質をもっていると想像する。

その原因は分泌液に，ある種の不純物が混入すると酵素の作用度が変り，したがってリン酸化

合物の分解状況が変化し，CaCQ・の粒子の界面に分布するリγ酸根の種類が変ったり，不純物

の比率が変るためにCaCO・が結晶化する場合の型が相違するようになるのであろう。例えば，

ある種のメタリγ酸根が吸着されている場合には方解石型になり，その他のリン酸根が多く吸

着されている場合には霰石型になるかも知れないが，これらの検討は将来にまたねばならない。

　次に貝殼組織の形成について考えるに，まず殻皮層と呼ばれる有機物の層が生じてその内面

に稜柱層が成長している。殼皮層をなしている物質は恐らく稜柱層中のコンキオリγと類似の

ものであろう。すなわち外套膜の分泌液中のタγパク質が外水の混入し易い場所で雑多な成分

を包含しつつゲノレ化し・それが液流に運ばれで行って貝殻の縁端に付着し・時間が経過する廷

つれて硬化する。このようにして伸びて行く有機層の上に，それと同質の未硬化の薄膜を被っ

たCaCO・粒子が泳動して来て所々に点々と付着し，CaCO・は方解石型結晶になる。この微

結晶は高さ約4μで巾が0・7μ前後のものであろう。それが基層から立ち上がった細長い形態

をなすことにも問題があるが理由は考え得ない。あるいは粒子に吸着していたリγ酸根と基層

との相互作用によるかも知れない。とにかくこの微結晶が結晶芽となり，後から付着してくる

微粒子はこれに合体して，その周囲に拡がって行く。そのさいに粒子皮膜の張力とそれが基膜
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　液
に対する付着力との関係で，あたかも板上の雨滴が次第に集合して拡がるように，ある高さを

保ちっっ二次元的に拡がる。合体するときに粒子の皮膜は大部分絞り出されるが，リン酸根そ

の他吸着され易いものは微結晶の界面に残存する比率が多いであろう。この集合体の初期に定

着した部分では時間が経過して皮膜がしだいに硬化し，そこへ付着した被膜粒子は移動し得ず

して結晶化し，第二層の結晶芽となり，その周囲へ別の粒子が付着し微結晶化して行く。この

ようにして微結晶の集合体は二次元的に拡がると共に，少しずつ遅れて第二層・第三層と上方

へも発達して行く。この集合体が和田の写真い3）に見られるような稜柱層発生初期における乳

房状や菊花状その他の結晶である。その形状の相違は恐らく粒子皮膜の硬化性と粒子の補給速

度との関係で定まるものであって，粒子の補給が少なくて集合体の成長に長時問を要するか，

または粒子の補給は普通でも皮膜が早く硬化するような状況の場合には乳房状となり，その逆

の場合に菊花状を呈しつつ成長するものと思われる。このような合体結晶が点々と発生し，そ

れが自由に成長して行くと遂に境を接することになり，絞り出された周辺の皮膜は境界線に集

積し，時間がたつに従って硬化してコγキオリγの壁になる。このようにしてできた多角形が

第一次的な小室で和田の報告（14）にある2～12μの大きさのものにあたる。この小室の集団が

離れ離れに発達してのちに境を接するようになると第二次的な隔壁ができる。これは相接する

までに第一次集団ができる場合よりも長時間を費すであろうから，母液中から凝結してくるコ

ソキオリγ母体も多くなり，集団が互に接したときの壁の厚さは第一次小室のものより厚い筈

である。この多角形の区域が5～30μと報告されているものに相当する。同様な関係で第三次

の壁ができ，その厚さは更に厚い。この区域が5～100μと報告されている多角形にあたるもの

であると考えられる。稜柱層の組織が一応全面を覆うたのちには，その上に付着する粒子は皮

膜の性質があまり変らない限り，下層の影響力によって稜柱層の厚さを増すことになるであろ

う。殻内で外水の混入が行き届きにくい部位になると・稜柱層の形成が続いて行なわれるうち

に，母液中の不純物がコンキオリγ中へ固定消費され，母液は生理的分泌液の成分が主になっ

て不純物の比率はしだいに低下する。比較的純粋な母液中から生じるCaCO・粒子の皮膜は既

述のような性質を有し，なお硬化速度が遅く，CaCO・やコンキオリン層との接着力が稜柱層

形成粒子の皮膜よりも強く，しかも後に述べるように厚く包被する性質があると想像する。和

田の写真（M）に見られるように貝殻の真珠層周縁付近では稜柱層のコγキオリγ壁の幅が真珠

層端に近ずくほどしだいに広くなっているのは，母液の組成がしだいに純粋な状態に推移する

ために粒子の皮膜が厚さを増してくる結果として，それが絞り出されて生じる壁も厚くなるも

のと考える。このようにして稜柱層結晶の頂部も不純物が少ないコγキオリγで，ある程度以

上の厚さに覆われるようになるとその上に真珠層の形成が始まって行く。

　不純物が少ない母液中では既述のようにリγ酸根が比較的多い皮膜で包まれたCaCO・の粒

子ができる。これが泳動して行って基盤のコγキオリγに付着すると霰石型の結晶になる。そ

の厚さは0．3μ前後で大きさは約3μのものである。　これが偏平な形をとるのは皮膜と基盤コ
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ソキオリγとの結合力が強いためであろう。その皮膜が硬化しない間に，後から粒子が付着す

ると基盤にそうて二次元的に成長する。その厚さが一定に保たれて行くのは皮膜の張力と基盤

への付着力の関係であろう。皮膜が硬化するには数時問を要すると考えられるが，周囲は成長

しつっある間に，中心付近の早期に定着した部分の皮膜は硬化してコンキォリγが完成される。

その部分に付着する粒子どもは下層と併合されることができなくて第二の階層として二次元的

に増大して行くであろう。このようにして第一層よりも前進端が遅れて，しかも高さが一段と

高くなった結晶層とコンキオリγ層が発達して行くことになる。定着した初期においては粒子

一っが一個の結晶になるが，時間がたつと再結晶が進行して大きく続いた板状結晶になるであ

ろう。このことは成長の盛んな時期や部位に同心円や渦巻や平行線状その他の模様が現われ易

いのに対して，成長が遅い条件の所では大きな板状結晶がよく見られるという実情とも合致す

る。

　次に粒子の大きさや皮膜の厚さを模式的に推定してみる。和田の報告（14）（15）によれば稜柱

層も横に多数の薄いコγキオリγが入り2～5μの問隔（長さ）に仕切られているから，これ

を単位微結晶の高さと仮定し，稜柱層小室内の結晶の上部表面に見られるところの0．3～1．0μ

の微結晶を単位微結晶の頂部の幅と見なして，稜柱層の基本的単位微結晶の代表値を高さ4μ

で幅が0．7μとする。今便宜上，単位微結晶を正六角柱と考え，その辺対辺の距離を幅として

上の代表値に相当する六角柱と同体積の球の半径を求めると約0。7・μとなる。また高さhで輻

が6の正六角柱が刀個融合して，同じ高さで幅がLの正六角柱になったと仮定すれば

”＝（L／4）2の関係が得られる。そこで微結晶の側面皮膜の厚さをδとし，これが”個融合

するとき絞り出されて新生六角柱の側面を過不足なく包むと考え，その膜の厚さを△とすれば，

膜物質の体積は不変として次の関係になる。

n・2〆一丁4hδ一2〆『TLh△ 　　　　1。　δ＝　　＿△
　　　〆η

微結晶の幅4＝0．7μと，一次小室の幅の代表値としてL景7μを用いれば”＝100となる。一

次小室の壁の厚さは和田の報告値0．5～0．9μから代表値として0．7を用い，これが隣接した両

室から絞り出された筈であるから半分にして△＝0。4μと置けばδは0。04μとなる。そこで微

結晶の全表面を0．04μの厚さで覆うていた物質が体積を変えることなく，半径0．7・μの球の表

面を包むとすればその皮膜の厚さが約0．06μになる。上記のように単位微結晶の皮膜の厚さδ

が約0．04μと算出されたことは，稜柱層を横に区切るコγキオリγの厚さとして和田が報告し

た0．04～0．5μの最低限と一致していることになる。実際上では母液中から直接に凝結してく

るコγキオリンもあるから，この値より厚くなるのは当然であろう。このようにして微結晶の

大きさの変動範囲に対応する球状微粒子の半径を概算してみるとO。3～1．0μになる。真珠層の

霰石型結晶については厚さが0．2～0．5μで，大きさは周縁部のものは1～3μで丸く，中心部

のものは2～9μで六角形を呈していると報告されているから，再結晶をしない間の単位結晶
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の代表値として厚さに0．3μ，大きさに3μを用い，またコγキオリン層の厚さとしては0・2μ

を用いることにする。そこで厚さ0．3μ，直径3μの円板を仮定し，これと同体積の球の半径を

計算すると0．79μになる。　コンキオリγ層は両側から合体したと考えて半分の厚さ0・1μの皮

膜が円板を包んでいると見て，この皮膜物質が円板と同体積の球の表面を覆うた場合の厚さを

概算すれば0．2，μとなり，大体同程度の大きさの稜柱層の場合の粒子の皮膜に比して約3・5倍の

厚さになる。しかし報告された結晶の大きさの範囲に対応する球状粒子の半径を計算すれば稜

柱層の場合の粒子の大きさと一致する。なお半径が1μ前後の粒子はエマルジ・γ粒子として

最も安定な大きさであるとせられていることを考え合わせると面白い結果である。

　真珠層について，その上面皮膜が便化したのちに新層が発生し得るという仮定に立って，粒

子皮膜が硬化してコγキオリン層が一応でき上がるまでに要する時間を推定してみると，1昼

夜に形成される真珠層の数は1．7～7．8層である（4）から，約3時間ぐらいで硬化すると考えら

れる。

　最後に上述の考え方を既知事項と照合してみることにする。

（1）貝殼の真珠層が着生している部位に外部から損傷が与えられ，それが貝によって自然に

補修された場合に再生するのは真珠層のみではなくて，外部から殼皮層・稜柱層・真珠層の順

になるという。このことは外水との隔離が完了するまでは殼皮層を生じ，その後不純物の掃除

が終るまで稜柱層が形成され，母液の環境が清潔になってから真珠層が現われると考えればよ

いo

（2）貝殼の真珠層周辺部の縦断面を見ると，真珠層と稜柱層が交互に，ある厚さで繰り返し

て形成されている場合が多い。これも貝肉の運動に原因して，不純物を含む外水が一時的に少

し奥まで浸入する結果であろう。

（3）養殖真珠の断面観察によれば捜入核の表面に殼皮層が着き，次に稜柱層・真珠層の順に

形成されている場合が多いが，稜柱層のない場合や殼皮層さえも認められない場合もあるとい

う。このことも捜核手術のときに混入する不純物の多少に原因があるのではあるまいか。

（4）貝殼内面の真珠層周縁に近い稜柱層のコγキオリγ壁の幅が，真珠層に近ずくほど次第

に広くなっていることも既述の考え方で一応理解される。

（5）外套膜の周端部には種類の異なる分泌細胞が認められるということは，この説と背反し

ない。上述のようにこの考え方ではタγパク質の種類の相違という点に関しては重点を置いて

いない。特異な酵素が分泌されるとすれば・それがリγ酸の条件を助長しているかも知れない。

田中らの報告によれば真珠層と稜柱層とでコンキオリンのアミノ酸成分について量的差違は明

らかに認められるようである。さらに種類が異なる貝については夕γパク質の組成がもっと大

きく違うかも知れないにもかかわらず，真珠層構造は形成せられている。ただ真珠層が美しい

か否かの相違はタンパク質の種類によって大勢が定まるように思われる。

（6）貝殼中のCaCO・の結晶はC軸が殼の表面に大体垂直な方向をとっている原因には触れ
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得ない。かりに粒子が定着する場合の皮膜の張力刺戟は誘因にならないであろうか。あるいは

定着前に粒子は何かの原因で分極していて，定着方向や軸の方向が定まるのではあるまいか。

　　　　　　　　　　　　　　　　V　結　　　　語

　アコヤ貝の貝殻についてリンを主眼とし，他にケィ素・鉄などの分布状況を組織構造別に調

べたところ，　リンについて真珠層コγキオリンは約0。03～0．13％，稜柱層コγキオリγは約

0．01～0．03％を含み，これをそれぞれの灰分に対する比率で表わすと真珠層コγキオリγでは

14～37％，稜柱層コンキオリンでは0，3～0。7％に相当することを見出した。

　上の結果にもとづいて無機不純成分が多い母液中から形成される場合に稜柱層となり，無機

不純成分が少ない母液中からは真珠層が形成され，そのさいにリン酸根が大きな役割を演じて

いると考える。

　さらに貝殼が形成される場合には分泌液中から，まずCaCO・の無定形微粒子が生じ，その

大きさは半径が0．5～1μ前後の球で，表面は半径の駈o～す宝o程度の厚さの皮膜で包まれてお

り，その皮膜は約3時間ぐらいで硬化してコγキオリンになることを推定した。

　この被膜微粒子が付着合体して貝殼が形成されて行くが，母液中に無機不純物が多い場合に

は微粒子皮膜も無機塩類を多く含むことになり，その結果として稜柱層構造が形成され，純粋

な分泌液からは真珠層が形成されると考えることによって，真珠層の積層構造や稜柱層の多

角形構造のみならず真珠表面の模様までも総合的に概略の説明ができることを述べた。しかし

この説は主としてアコヤ貝の研究に関する資料のみを参考として考察したものであるから，今

後多種の貝について研究し検討する必要があると思う。

　終りに貴重な研究報告の御恵与を受けた国立真珠研究所長高山活夫氏に厚く御礼を申し上げ

るとともに，実験にさいして協力を得た本田真一，田尻健，一瀬孜，松井邦光，長嶋美恵子の

諸君の労を多とし，その名を連らねて感謝の意を表わします。
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